
2025年度　須磨学園高等学校入学試験

国　　語

学力検査問題

（注　意）

　解答用紙は、この問題冊子の中央にはさんであります。まず、解答用紙を取り出して、 

受験番号シールを貼
は

り、受験番号を記入しなさい。

１．すべての問題を解答しなさい。

２．解答は、すべて解答用紙に記入しなさい。

３．解答は、１行の枠内に２行以上書いてはいけません。また、字数制限のある問題に　

ついては、記号や句読点も１字と数えることとします。

４．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰りなさい。

※この冊子は再生紙・ベジタブルインキを使用しています。



一　
次
の
【
資
料
Ⅰ
】
～
【
資
料
Ⅳ
】
は
、
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）

一
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路
交
通
法
に
関
す
る
資
料
で

す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

【
資
料
Ⅰ
】

　

（
共
同
危
険
行
為
等
の
禁
止
）

第
六
十
八
条　

二
人
以
上
の
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
者
は
、

道
路
に
お
い
て
二
台
以
上
の
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
を
連
ね
て
通
行

さ
せ
、
又
は
並へ
い
し
ん進

さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
共
同
し
て
、
著
し
く
道
路
に
お

け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
、
又
は
著
し
く
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と

と
な
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
運
転
者
の
遵じ
ゅ
ん
し
ゅ守事
項
）

第
七
十
一
条　

車
両
等
の
運
転
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

一
～
五
の
四　

（
略
）

　

五
の
五　

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
又
は
自
転
車

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。）
を
運
転
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自

動
車
等
が
停
止
し
て
い
る
と
き
を
除
き
、
携
帯
電
話
用
装
置
、
自
動
車
電
話

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

合
に
限
る
も
の
と
し
、
同
項
第
六
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

第
百
十
七
条
の
四　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下

の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

　

一　

（
略
）

　

二　

第
七
十
一
条
（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反

し
、
よ
つ
て
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者

第
百
十
八
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、注
１六

月
以
下
の
懲

役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

　

一
～
三　

（
略
）

　

四　

第
七
十
一
条
（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反

し
て
無
線
通
話
装
置
を
通
話
の
た
め
に
使
用
し
、
又
は
自
動
車
、
原
動
機
付

自
転
車
若
し
く
は
自
転
車
に
持
ち
込
ま
れ
た
画
像
表
示
用
装
置
を
手
で
保
持

し
て
こ
れ
に
表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視
し
た
者
（
第
百
十
七
条
の
四
第
一
項

第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

（「
道
路
交
通
法
」
に
よ
る
）

注
１　

六
月 

…
… 

六
か
月

資
料
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

用
装
置
そ
の
他
の
無
線
通
話
装
置

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
手
で
保
持
し
な

け
れ
ば
送
信
及
び
受
信
の
い
ず
れ
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限

る
。
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
無
線
通
話
装
置
」
と
い
う
。）

を
通
話
（
傷
病
者
の
救
護
又
は
公
共
の
安
全
の
維
持
の
た
め
当
該
自
動
車
等

の
走
行
中
に
緊
急
や
む
を
得
ず
に
行
う
も
の
を
除
く
。
同
号
に
お
い
て
同

じ
。）
の
た
め
に
使
用
し
、
又
は
当
該
自
動
車
等
に
取
り
付
け
ら
れ
若も

し
く

は
持
ち
込
ま
れ
た
画
像
表
示
用
装
置

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一

項
第
十
六
号
若
し
く
は
第
十
七
号
又
は
第
四
十
四
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る

装
置
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

に
表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視
し
な
い
こ
と

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
。

第
百
十
七
条
の
三　

第
六
十
八
条
（
共
同
危
険
行
為
等
の
禁
止
）
の
規
定
に

違
反
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲ち

ょ
う
え
き役又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
十
七
条
の
三
の
二　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
年

以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

　

一　

第
六
十
四
条
（
無
免
許
運
転
等
の
禁
止
）
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し

た
者

　

二　

第
六
十
五
条
（
酒
気
帯
び
運
転
等
の
禁
止
）
第
三
項
の
規
定
に
違
反

し
て
酒
類
を
提
供
し
た
者
（
当
該
違
反
に
よ
り
当
該
酒
類
の
提
供
を
受
け
た

者
が
身
体
に
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度

以
上
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
で
車
両
等
（
自
転
車
以
外
の
軽
車
両

を
除
く
。）
を
運
転
し
た
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
同
項
第
五
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。）

　

三　

第
六
十
五
条
（
酒
気
帯
び
運
転
等
の
禁
止
）
第
四
項
の
規
定
に
違
反

し
た
者
（
当
該
同
乗
し
た
車
両
（
自
転
車
以
外
の
軽
車
両
を
除
く
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
運
転
者
が
酒
に
酔
つ
た
状
態
で
当
該
車
両
を
運

転
し
、
又
は
身
体
に
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め

る
程
度
以
上
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
で
当
該
車
両
を
運
転
し
た
場

あ⌇
⌇

─ 1─



　

【
資
料
Ⅱ
】

（
警
察
庁
交
通
局
「
令
和
六
年
上
半
期
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
状
況
」
に
よ
る
）

４－２  自転車関連交通事故の状況
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（注）・自転車が第１又は第２当事者となった事故のうち、自転車運転者が飲酒運転であった事故を集計した
　　　ものであり、飲酒運転の自転車同士の事故は1件として計上した。

（注）・自転車相互事故は、第１当事者の年齢により区分した。

H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

飲酒自転車関連死亡・重傷事故件数の推移
（第１・第２当事者）
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（注）・自転車が第１又は第２当事者となった事故のうち、自転車運転者の携帯電話、スマートフォン等の使用が
　　　発生原因となった事故を集計した。

H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

携帯電話等使用自転車関連死亡・重傷事故件数の推移
（第１・第２当事者）

12月末

６月末
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〈参考〉
年齢層別飲酒自転車関連
死亡・重傷事故件数
（第１・第２当事者）
【令和元年～５年合計】

〈参考〉
相手当事者別飲酒自転車関連

死亡・重傷事故件数
（第１・第２当事者）
【令和元年～５年合計】

〈参考〉
年齢層別携帯電話等使用

自転車関連死亡・重傷事故件数
（第１・第２当事者）
【令和元年～５年合計】

〈参考〉
相手当事者別携帯電話等使用
自転車関連死亡・重傷事故件数

（第１・第２当事者）
【令和元年～５年合計】

●飲酒自転車関連死亡・重傷事故は減少
●携帯電話等使用自転車関連死亡・重傷事故は近年増加傾向にあり、前年同期比で約2.3倍に増加

19歳以下
2件
0.4％

20歳代
60件
11.2％

その他
13件
2.4％

自動車
210件
39.3％

二輪車
22件
4.1％自転車

21件
3.9％

歩行者
15件
2.8％

物件等・相手なし
（車両単独）
253件
47.4％

30歳代
60件
11.2％

40歳代
75件
14.0％50歳代

113件
21.2％

計534件
計534件

60歳代
111件
20.8％

70歳代
84件
15.7％

80歳以上
29件
5.4％

19歳以下
55件
53.9％20歳代

19件
18.6％

その他
1件
1.0％

自動車
37件
36.3％

二輪車
2件
2.0％

自転車
27件
26.5％

歩行者
35件
34.3％

30歳代
14件
13.7％

40歳代
8件
7.8％

計102件 計102件

60歳代
2件
2.0％

70歳代
3件
2.9％

80歳以上
1件
1.0％

資
料
は
、
次
の
用
紙
に
続
き
ま
す
。

─ 2─



　

【
資
料
Ⅲ
】

　
自
転
車
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
懲
役
も

　
　
酒
気
帯
び
に
罰
則 

新
設
　
改
正
道
交
法
施
行

Ａ
自
転
車
を
運
転
し
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
「
な
が
ら
運
転
」
の

罰
則
を
強
化
し
、
自
転
車
で
の
酒
気
帯
び
運
転
に
罰
則
を
新
設
す
る
改
正
道

路
交
通
法
が
１
日
、
施
行
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、
危
険
運
転
に
よ
る
事
故
が

　

Ｂ　

こ
と
が
あ
り
、
警
察
は
ル
ー
ル
を
周
知
し
、
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
。

　

な
が
ら
運
転
は
、
自
転
車
で
走
行
中
に
ス
マ
ホ
を
手
に
持
っ
て
通
話
し
た

り
、
画
面
を
注
視
し
た
り
す
る
行
為
。
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
の
公
安
委
員
会

規
則
で
禁
止
さ
れ
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
だ
っ
た
が
、「　

Ｃ　

」
へ
と

強
化
さ
れ
る
。
事
故
な
ど
を
起
こ
せ
ば
「　

Ｄ　

」
がＥ
カ
さ
れ
る
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
自
転
車
の
な
が
ら
運
転
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事
故
は

増
加
傾
向
で
、
今
年
１
～
６
月
は
全
国
で
18
件
と
、
昨
年
同
期
の　

Ｆ　

倍
を
超
え
た
。

　

ま
た
、
酒
気
帯
び
運
転
（
呼
気
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
０
・
15
ミ
リ
・
グ
ラ

ム
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
）
に
罰
則
を
新
設
。
こ
れ
ま
で
は
、
正
常
な
運
転
が

で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
「
酒
酔
い
運
転
」
だ
け
が
対
象
だ
っ
た
が
、
酒
気
帯

び
で
も
「
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
な
る
。
店
な

ど
が
自
転
車
を
運
転
す
る
と
知
り
な
が
ら
客
に
酒
を
提
供
す
る
行
為
も
罰
則

対
象
と
な
る
。

　

課
題
は
ル
ー
ル
の
周
知
だ
。

　

施
行
前
日
の
10
月
31
日
昼
過
ぎ
、
大
阪
市
の
京
阪
天
満
橋
駅
前
の
交
差
点

で
は
、
複
数
の
人
が
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
自
転
車
で
横
断
し
て
い
た
。
同
市

内
の
30
歳
代
の
女
性
は
「
違
法
に
な
る
と
知
ら
な
か
っ
た
。
癖
で
つ
い
見
て

し
ま
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

警
察
幹
部
は
「
自
転
車
だ
と
軽
く
考
え
ず
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

（「
読
売
新
聞
」
二
〇
二
四
年
一
一
月
一
日
）

　

【
資
料
Ⅳ
】

　
自
転
車
の
ス
マ
ホ
な
が
ら
運
転

　
　
今
年
上
半
期
の
死
亡
・
重
傷
事
故
が
過
去
最
多

　

自
転
車
に
乗
る
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
「
な
が
ら
運

転
」
が
絡
む
死
亡
・
重
傷
事
故
が
、
今
年
上
半
期
（
１
～
６
月
）
に
全
国
で

18
件
起
き
た
こ
と
が
警
察
庁
の
ま
と
め
で
わ
か
っ
た
。
死
亡
が
１
件
、
重
傷

が
17
件
だ
っ
た
。
前
年
同
期
の　

Ｆ　

倍
超
で
、
統
計
が
残
る
２
０
０
７

年
以
降
で
最
多
だ
っ
た
。

　

警
察
庁
が
25
日
に
発
表
し
た
。
道
路
交
通
法
が
５
月
に
改
正
さ
れ
、
自
転

車
の
な
が
ら
運
転
が
11
月
か
らＧ
罰
則
付
き
の
違
反
と
な
る
の
を
前
に
、
警
察

庁
が
事
故
統
計
を
初
め
て
ま
と
め
た
。

　

上
半
期
の
18
件
は
、
自
転
車
側
が
事
故
の
過
失
割
合
の
最
も
重
い注
１第
１
当

事
者
か注
２第

２
当
事
者
に
な
っ
た
も
の
。
ス
マ
ホ
使
用
の
理
由
別
で
は
３
件
が

通
話
、
15
件
が
動
画
な
ど
の
視
聴
だ
っ
た
。

　

同
様
の
事
故
は
23
年
ま
で
の
５
年
間
で
計　

Ｈ　

件
あ
っ
た
。　

Ｈ

　

件
の
自
転
車
利
用
者
は
、
年
代
別
で
は　

Ｉ　

が
20
歳
未
満
で
、
20

代
が
２
割
近
く
、
30
代
が
１
割
超
だ
っ
た
。
事
故
の
相
手
側
は
36
・
３
％
が

車
、
34
・
３
％
が
歩
行
者
で
、
自
転
車
も
26
・
５
％
あ
っ
た
。

　

車
に
よ
る
な
が
ら
運
転
に
絡
む
死
亡
・
重
傷
事
故
で
、
車
側
が
第
１
当
事

者
に
な
っ
た
事
故
は
今
年
上
半
期
に
58
件
あ
っ
た
。
う
ち
14
件
が
死
亡
事
故

だ
っ
た
。

　

警
察
庁
は
「
な
が
ら
運
転
は
周
囲
の
危
険
に
気
づ
き
に
く
く
、
事
故
で
は

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
り
得
る
」
と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

（「
朝
日
新
聞
」
二
〇
二
四
年
七
月
二
五
日
）

注
１　

第
１
当
事
者 

… 

交
通
事
故
の
当
事
者
の
中
で
、
最
も
過
失
の
割
合

が
重
い
人
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

注
２　

第
２
当
事
者 

… 

交
通
事
故
の
当
事
者
の
中
で
「
第
一
当
事
者
」
の

次
に
過
失
が
重
い
人
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
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の
設
問

問
一　
【
資
料
Ⅲ
】
の
『
自
転
車
を
運
転
し
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

う
「
な
が
ら
運
転
」
の
罰
則
を
強
化
』（　
　
　

線
部
Ａ
）
に
関
連
し

て
、
こ
の
た
び
改
正
さ
れ
た
の
は
、
ど
の
箇
所
で
す
か
。【
資
料
Ⅰ
】

の
道
路
交
通
法
の
第
七
十
一
条
の
う
ち

〰
〰
〰

線
を
引
い
た
中
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

原
動
機
付
自
転
車
又
は
自
転
車

２　

携
帯
電
話
用
装
置
、
自
動
車
電
話
用
装
置
そ
の
他
の
無
線
通
話
装
置

３　

画
像
表
示
用
装
置

４　

表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視
し
な
い
こ
と

問
二　
【
資
料
Ⅱ
】
の
自
転
車
関
連
交
通
事
故
の
事
故
件
数
の
推
移
を
踏
ま

え
た
場
合
、【
資
料
Ⅲ
】
の　

Ｂ　

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

高
止
ま
り　
　
　
　
　

２　

微
増
し
て
い
る

３　

激
増
し
て
い
る　
　
　

４　

後
を
絶
た
な
い

問
三　
【
資
料
Ⅲ
】
の
　

Ｃ　

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
10
万
円
以
下
の
罰
金

２　

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

３　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

４　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

問
四　
【
資
料
Ⅲ
】
の
　

Ｄ　

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
10
万
円
以
下
の
罰
金

２　

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

３　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

４　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

問
五　
【
資
料
Ⅲ
】
の
「
カ
」（　
　
　

線
部
Ｅ
）
に
相
当
す
る
漢
字
を
楷
書

で
答
え
な
さ
い
。

問
六　
【
資
料
Ⅲ
】【
資
料
Ⅳ
】
の　

Ｆ　

に
入
る
数
値
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

1.3　
　
　

２　

1.8　
　
　

３　

２　
　
　

４　

３

問
七　
【
資
料
Ⅳ
】
の
「
罰
則
付
き
の
違
反
」（　
　
　

線
部
Ｇ
）
の
根
拠
と

な
る
道
路
交
通
法
の
条
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

二
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

第
六
十
八
条　
　
　
　
　

２　

第
七
十
一
条

３　

第
百
十
七
条
の
三　
　
　

４　

第
百
十
七
条
の
三
の
二

５　

第
百
十
七
条
の
四　
　
　

６　

第
百
十
八
条

問
八　
【
資
料
Ⅳ
】
の　

Ｈ　

に
入
る
数
値
を
算
用
数
字
（
横
書
き
）
で

答
え
な
さ
い
。

問
九　
【
資
料
Ⅳ
】
の
　

Ｉ　

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

３
割　
　
　

２　

４
割　
　
　

３　

半
数
超　
　
　

４　

７
割

問
十　
「
な
が
ら
運
転
」
に
関
す
る
【
資
料
Ⅲ
】【
資
料
Ⅳ
】
の
内
容
の
要
約

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え

な
さ
い
。

１　
「
な
が
ら
運
転
」
は
、
酒
気
帯
び
運
転
よ
り
も
危
険
な
行
為
で
あ

り
、
事
故
で
は
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
り
得
る
。
警
察
は
運
転
中

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
通
話
を
取
り
締
ま
っ
て
い
る
。

２　
「
な
が
ら
運
転
」
を
禁
止
す
る
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
た
。

「
な
が
ら
運
転
」
は
周
囲
の
危
険
に
気
づ
き
に
く
い
た
め
、
自
転
車
の

運
転
中
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

３　
「
な
が
ら
運
転
」
に
つ
い
て
、
警
察
は
自
転
車
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
に
関
し
て
、
周
囲
に
危
険
が
な
い
か
ど
う
か
の
安
全
確

認
を
怠
ら
な
い
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

４　
「
な
が
ら
運
転
」
に
よ
る
自
転
車
の
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、
道
路

交
通
法
の
改
正
に
よ
り
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
。
警
察
は
注
意
喚
起
を
強

化
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

一
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次
の
文
章
は
今
井
む
つ
み
『「
何
回
説
明
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
」
は

な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
』
の
一
部
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に

答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
段
落
番
号
を
付
し
て
い
ま
す
。

1　
こ
こ
ま
で
、
言
葉
はＡ
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
考
え
て
い
る
こ
と
そ

の
も
の
を
相
手
に
届
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

2　
そ
れ
な
の
に
、Ｂ
な
ぜ
、
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
の

か
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
に
思
え
て
き
ま
せ
ん
か
。

3　
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
、
伝
え
き
れ
な
い
言
葉
の
背
後
に
あ
る
も
の
─

相
手
の
思
い
を
く
み
取
り
、
あ
る
い
は
断
片
的
な
情
報
か
ら
事
実
関
係
を
拾

い
上
げ
、
相
手
の
話
を
自
分
の
頭
の
中
に
再
構
築
し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い

る
か
ら
で
す
。

4　
仕
事
や
、
何
か
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
聞
か
せ
た
い
な
ど
、
目
的
の

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
、
再
構
築
の
ヒ

ン
ト
を
相
手
に
提
示
す
る
こ
と
が
誤
解
の
少
な
い

0

0

0

0

0

0

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
ま
す
。
例
え
ば
仕
事
で
は
、「
結
論
を
最
初
に
言
い
ま
し
ょ
う
」
と
シ

ド
ウ
⌇
⌇
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

5　
　

Ⅰ　

、
メ
ー
ル
の
件
名
を
し
っ
か
り
書
く
だ
け
で
、
伝
わ
り
方
が

変
わ
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
ヒ
ン
ト
が
何
も
な
い
状
態
で
組
み
立
て
よ
う
と

す
る
と
、
重
要
な
言
葉
か
そ
う
で
も
な
い
言
葉
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
と

に
か
く
最
初
か
ら
覚
え
て
い
く
し
か
な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、注
１第
１
章

で
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
脳
に
非
常
に
大
き
なｂ
フ⌇
カ
を
か
け
る
情
報
処
理

の
仕
方
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
重
要
な
情
報
を
見
分
け
や

す
く
、
適
切
なＣ
ス
キ
ー
マ
を
ソ
ウｃ
キ⌇
し
や
す
く
し
て
、
情
報
と
情
報
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
、
結
論
を
最
初
に

言
う
と
い
う
配
慮
な
の
で
す
。

6　
た
だ
し
、
私
た
ち
は
日
頃
の
会
話
で
、
結
論
を
い
つ
も
先
に
言
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
相
手
の
話
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。

7　
私
た
ち
は
、
相
手
の
話
を
聞
く
土
台
と
し
て
、「Ｄ
意
図
を
読
む
」
と
い

う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
、
仕
事
の
場
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
周
囲
の
人
の
「
意
図
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

8　
例
え
ば
、
新
し
い
企
画
提
案
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
企
画
の
意

図
を
ま
ず
知
ろ
う
と
し
ま
す
ね
。
相
手
は
ど
う
し
て
そ
の
企
画
を
提
案
し
た

の
か
、
何
の
目
的
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
企
画
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
組
織
で

も
通
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
上
司
か
ら
急
に
、「
明
日
は

い
つ
も
よ
り
１
時
間
早
く
出
社
し
て
」
と
言
わ
れ
た
ら
、「
な
ん
で
？
」
と

思
う
の
が
自
然
で
す
。
こ
れ
も
、
そ
う
言
っ
た
意
図
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、

ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

9　
そ
う
、
私
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
は
、
つ
ね
に
意
図
に

気
を
配
っ
て
い
る
の
で
す
。

�　
「
意
図
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
を　

Ⅱ　

的
に
解
釈
す
る
と
、「
相
手

の
、
こ
う
し
よ
う
と
い
う
考
え
や
思
惑
、
狙
い
を
く
み
取
る
こ
と
」
と
な
り

ま
す
。
視
点
は
あ
く
ま
で
、「
相
手
」
で
す
。

�　
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
「（
非
認
知
能
力
や
性
格
の
問

題
で
は
な
く
、注
２心
の
理
論
や注
３メ
タ
認
知
に
基
づ
い
て
）
相
手
の
立
場
で
考
え

る
こ
と
」
が
、
意
図
を
読
む
た
め
に
は
必
須
と
い
え
ま
す
。

�　
ま
た
、
こ
う
し
よ
う
と
い
う
考
え
や
思
惑
、
狙
い
は
、
直
接
は
教
え
て

は
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
推
測
し
た
り
推
論
し
た
り
す
る
能
力
も
求
め
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

�　
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
考
え
や
思
惑
、
狙
い
の
背
景
に
あ
る
感
情
も
ま

た
、
意
図
に
影
響
を
与
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

�　
つ
ま
り
、
意
図
を
読
む
た
め
に
は
、「
相
手
が
ど
う
い
う
視
点
で
、
ど

う
い
う
ス
キ
ー
マ
を
持
っ
て
状
況
を
捉
え
、
状
況
に
対
し
て
ど
う
い
う
感
情

を
持
っ
て
い
る
の
か
を
推
論
す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
は
相
手
の

感
情
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

�　
さ
て
、
推
測
や
推
論
と
い
う
と
、
名
探
偵
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ

が
持
っ
て
い
る
推
理
力
の
よ
う
な
、
特
別
な
力
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
仕
事
や
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
推
測
や

推
論
の
力
を
働
か
せ
て
い
ま
す
。

�　
例
え
ば
、
道
路
を
渡
る
際
。「
車
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
」
左
右

を
見
て
安
全
を
確
か
め
て
、「
大
丈
夫
そ
う
だ
」
と
な
れ
ば
、
渡
り
ま
す
よ

ね
。
推
測
や
推
論
の
力
を
働
か
せ
ず
、
車
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
考
え

ず
、
安
全
か
ど
う
か
も
考
え
ず
に
渡
れ
ば
、
危
険
で
す
。

�　
あ
る
い
は
、
空
が
曇
っ
て
い
た
ら
、「
雨
が
降
り
そ
う
だ
」
と
思
っ
て

折
り
畳
み
傘
を
カ
バ
ン
に
入
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�　
も
っ
と
戦
略
的
に
意
図
を
働
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
来
月
の
旅
行

の
計
画
を
立
て
よ
う
、
な
ど
の
場
合
も
そ
う
で
す
し
、
予
算
の
策
定
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
工
程
表
の
策
定
、
マ
イ
ナ
ス
要
素
の
洗
い
出
し
な
ど
も
、
推
測

や
推
論
の
力
が
必
須
で
す
。
あ
る
い
は
、
将
来
の
災
害
へ
の
備
え
や
ビ
ル
の

建
築
計
画
な
ど
、
専
門
家
の
知
識
や
ス
キ
ル
が
必
要
そ
う
な
事
柄
に
関
し
て

は
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
そ
う
な
人
を
見
つ
け
、ｄ
イ⌇
ラ
イ
し
て
対
処

し
て
い
ま
す
。

�　
意
図
を
読
む
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
推
論
を

「
人
」
に
向
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

注
１　

第
１
章
で
も 

… 

第
１
章
で
は「
人
間
の
記
憶
量
に
は
限
界
が
あ
り
、

し
か
も
記
憶
で
き
る
量
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
重
要
な
情
報
か
そ
う

で
な
い
か
を
判
断
し
、
重
要
で
は
な
い
情
報
を
忘
れ
る
こ
と
を
脳
は
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

注
２　

心
の
理
論 

…
… 

他
者
の
心
の
状
態
、
目
的
、
意
図
な
ど
を
推
測
す

る
、
心
の
機
能
の
こ
と
。

注
３　

メ
タ
認
知 

…
… 

自
己
の
認
知
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
そ
れ
を
さ
ら

に
認
知
す
る
こ
と
。

二
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の
設
問

問
一　
ａ
～
ｄ
（

〰
〰

〰

線
部
）
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の

各
群
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ　

シ
ド
ウ
⌇
⌇

１　

ブ
ド
ウ
⌇
⌇
館
で
集
会
を
開
く
。

２　

戦
争
の
た
め
に
民
間
人
を
ド
ウ
⌇
⌇
イ
ン
す
る
。

３　

私
の
父
は
年
齢
の
割
に
ド
ウ
⌇
⌇
ガ
ン
だ
。

４　

授
業
の
ド
ウ
⌇
⌇
ニ
ュ
ウ
部
分
を
説
明
す
る
。

ｂ　

フ⌇
カ

１　

学
校
生
活
の
フ⌇
マ
ン
を
も
ら
す
。

２　

シ
ョ
ウ
ブ⌇
の
世
界
は
厳
し
い
。

３　

フ⌇
ツ
ウ
の
人
生
を
送
る
の
が
夢
だ
。

４　

キ
ョ
ウ
フ⌇
の
あ
ま
り
声
が
出
な
い
。

ｃ　

ソ
ウ
キ⌇

１　

有
名
な
旅
の
キ⌇
コ
ウ
文
を
読
む
。

２　

キ⌇
カ
ン
産
業
を
育
成
す
る
。

３　

工
場
の
キ⌇
コ
ウ
式
に
出
席
す
る
。

４　

先
月
キ⌇
カ
ン
の
小
説
を
読
む
。

ｄ　

イ⌇
ラ
イ

１　

こ
の
小
説
は
あ
る
人
物
の
体
験
に
イ⌇
キ
ョ
す
る
。

２　

ト
ク
イ⌇
な
人
生
を
送
っ
て
き
た
人
物
だ
。

３　

イ⌇
ジ
ュ
ウ
先
は
田
舎
だ
っ
た
。

４　

結
論
の
決
定
を
社
長
に
イ⌇
ニ
ン
す
る
。

問
二　
「
抽
象
」（　
　
　

線
部
Ａ
）
と
あ
り
ま
す
が
、「
抽
象
化
」
の
意
味

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え

な
さ
い
。

１　

一
部
に
通
用
し
て
い
た
あ
る
物
事
が
、
広
く
認
め
ら
れ
て
成
り
立
つ

こ
と
。

２　

個
々
の
も
の
か
ら
共
通
の
属
性
を
抜
き
出
し
て
、
一
般
的
な
概
念
を

つ
く
る
こ
と
。

３　

好
ま
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
を
、
本
来
の
あ
る
べ
き
状
態
に
改

善
す
る
こ
と
。

４　

頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
や
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
実
際
の
形
や
も
の
と

し
て
表
す
こ
と
。

問
三　
「
な
ぜ
、
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
の
か
」（　
　

　

線
部
Ｂ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

自
分
の
過
去
の
記
憶
か
ら
似
た
も
の
を
探
し
出
し
、
そ
れ
を
参
考
に

し
な
が
ら
話
を
組
み
立
て
て
い
る
か
ら
。

２　

相
手
の
話
を
全
て
覚
え
て
受
け
取
り
、
後
か
ら
そ
れ
を
繰
り
返
し
再

構
成
す
る
と
い
う
作
業
を
し
て
い
る
か
ら
。

３　

相
手
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
想
像
し
、
そ
の
つ
ど
言
語
化
さ
れ
て

い
な
い
情
報
な
ど
を
補
っ
て
い
る
か
ら
。

４　

日
常
の
会
話
に
お
い
て
、
話
し
手
の
方
が
結
論
を
最
初
に
提
示
し
て

要
点
を
伝
わ
り
や
す
く
し
て
い
る
か
ら
。

問
四　
　

Ⅰ　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

あ
る
い
は　
　

２　

た
だ
し　
　

３　

さ
て　
　

４　

し
か
し

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

二
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問
五　
「
ス
キ
ー
マ
」（　
　
　

線
部
Ｃ
）
は
心
理
学
の
用
語
で
す
が
、
こ
の

著
書
の
別
の
箇
所
に
、
こ
の
用
語
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
読
ん
で
、【
文
章
】
内
の
「
ス
キ
ー
マ
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
後
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

【
文
章
】

　

言
葉
を
発
し
て
い
る
人
と
、
受
け
取
っ
て
い
る
人
と
で
は
、「
知
識
の

枠
組
み
」
も
違
え
ば
「
思
考
の
枠
組
み
」
も
異
な
る
た
め
、
仮
に
す
べ
て

の
情
報
を
も
れ
な
く
伝
え
た
と
し
て
も
、
頭
の
中
を
共
有
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
い
う
話
で
す
。

　

例
え
ば
「
ネ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
に
、「
自
分
の
家
で

飼
っ
て
い
る
子
ネ
コ
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
も
い
れ
ば
、「
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
」
や
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

ネ
コ
を
頭
に
浮
か
べ
る
人
も
い
ま
す
。
昔
引
っ
か
か
れ
て
け
が
を
し
た
経

験
か
ら
「
凶
暴
」
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
れ
ば
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
よ

う
な
「
愛
く
る
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。「
や
わ

ら
か
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
れ
ば
、「
不
潔
」
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
っ
た
く
異
な
る
「
知
識
の
枠
組
み
」

「
思
考
の
枠
組
み
」
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
た
っ
た
１
つ
の
名
詞
「
ネ
コ
」

と
聞
い
た
と
き
で
さ
え
、
無
意
識
に
頭
の
中
に
思
い
浮
か
べ
る
も
の
は

ま
っ
た
く
別
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
と
て
も
高
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
脳
内
で
描
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
隣
の
人
が
ま
っ
た
く
違
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
わ
か
っ

て
も
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
聞
き
取
る
こ
と
す
ら
、
私
た
ち
に
は
で

き
な
い
の
で
す
。

　
「
知
識
や
思
考
の
枠
組
み
」
が
互
い
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
れ
ば
、
話

し
た
内
容
は
す
ん
な
り
と
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
実
に

は
、
そ
ん
な
こ
と
は
め
っ
た
に
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
一
人
ひ
と
り
の
学
び
や
経
験
、
育
っ
て
き
た
環
境
は
違
い
ま

す
し
、
仮
に
ま
っ
た
く
同
じ
環
境
で
育
ち
経
験
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
興
味
関
心
が
異
な
れ
ば
、
形
成
さ
れ
る
「
枠
組
み
」
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
た
枠
組
み
の
こ
と
を
、
認
知
心
理
学
で
は
「
ス
キ
ー
マ
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ス
キ
ー
マ
は
、
私
た
ち
が
相
手
の
言
葉
を
理
解
す
る

際
、
つ
ま
り
何
か
を
考
え
る
際
に
裏
で
働
い
て
い
る
基
本
的
な
「
シ
ス
テ

ム
」
の
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
マ
は
、
脳
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
つ
ね
に
稼
働

し
て
い
ま
す
。

１　

ネ
コ
に
つ
い
て
の
、
個
々
人
が
様
々
に
思
い
つ
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。

２　

互
い
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
何
か
を
考
え
る
う
え
で
の
土
台
。

３　

思
考
の
背
後
に
あ
る
、
物
事
を
考
え
る
際
の
各
個
人
の
認
知
の
構
造
。

４　

経
験
や
環
境
で
は
差
が
生
じ
に
く
い
、
理
解
に
必
要
な
脳
内
の
シ
ス

テ
ム
。

問
六　
「
意
図
を
読
む
」（　
　
　

線
部
Ｄ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
本
文
中

で
の
意
味
を
表
し
た
例
と
し
て
、
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

会
議
で
上
司
が
「
も
う
少
し
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
と
良
い
で
す

ね
」
と
発
言
し
た
た
め
、
そ
れ
が
「
今
の
提
案
で
は
不
十
分
な
の
で
改

善
案
が
ほ
し
い
」
と
い
う
考
え
が
背
後
に
あ
る
と
判
断
し
て
、
追
加
の

提
案
を
準
備
し
た
。

２　

友
人
か
ら
「
来
週
末
、
空
い
て
る
？
」
と
聞
か
れ
、
た
だ
予
定
を
確

認
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
一
緒
に
出
か
け
た
い
」
と
い
っ
た
気
持

ち
が
あ
る
と
推
測
し
、
予
定
を
空
け
た
り
準
備
を
し
た
り
し
た
。

３　
「
こ
の
書
類
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
書
か
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ

ス
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
て
、「
間
違
っ
て
い
る
の
で
書
類
を
確
認
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
隠
さ
れ
た
意
味
を
感
じ
取
り
、
確
認
し
直
し
た
。

４　

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
制
作
す
る
際
に
、
以
前
、
外
国
の
人
に
日
本
語

は
読
む
の
が
難
し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、「
読
み
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
書
こ
う
」
と
配
慮
し
な
が
ら
作
っ
た
。

問
七　
　

Ⅱ　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

相
対　
　
　

２　

辞
書　
　
　

３　

根
本　
　
　

４　

絶
対

問
八　

各
段
落
の
表
現
や
構
成
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

2
段
落
で
「
不
思
議
に
思
え
て
き
ま
せ
ん
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か

け
る
形
で
読
者
の
興
味
を
引
き
出
し
た
う
え
で
、
次
の
3
段
落
は
以

降
の
話
の
展
開
を
先
に
示
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利
点
や
そ
の

可
能
性
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

２　

6
段
落
の
「
た
だ
し
」
は
逆
接
を
示
し
て
お
り
、
前
段
落
の
内
容

で
想
定
さ
れ
る
批
判
を
先
に
述
べ
て
お
い
て
、
そ
の
後
の
段
落
で
そ
の

批
判
を
強
く
否
定
し
な
が
ら
回
答
を
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

３　

�
段
落
か
ら
�
段
落
は
、
意
図
を
読
む
う
え
で
必
要
な
各
要
素
を

述
べ
て
い
て
、
そ
の
後
、
�
段
落
の
「
つ
ま
り
」
に
よ
っ
て
、
換
言

し
て
内
容
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
丁
寧
に
自
分
の
論
を
進
め
て
い
る
。

４　

�
、
�
、
�
段
落
は
情
報
を
推
論
す
る
際
の
具
体
例
を
挙
げ
て

読
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
段
落

で
「
人
」
に
カ
ギ
括
弧
を
つ
け
る
こ
と
で
、
人
へ
の
推
論
が
よ
り
高
度

な
能
力
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
示
し
て
い
る
。

設
問
は
、
次
の
用
紙
に
続
き
ま
す
。
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問
九　

本
文
の
内
容
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

人
間
は
脳
内
で
聞
い
た
話
を
編
み
直
し
て
い
る
た
め
、
話
し
手
が
話

の
要
点
を
先
に
伝
え
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
と
、
聞
き
手
は
情
報
を
脳

内
で
構
成
し
や
す
く
な
る
。

２　

相
手
の
発
言
の
意
図
を
把
握
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
真
意
を
話
し

て
も
ら
う
よ
う
に
要
求
し
て
、
自
分
が
感
情
的
に
納
得
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

３　

推
論
や
推
測
の
力
は
普
段
そ
こ
ま
で
使
う
こ
と
は
な
い
が
、
自
ら
意

識
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
様
々
な
場
面
で
使
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

４　

よ
り
高
度
に
意
図
を
働
か
せ
る
場
合
と
は
、
事
柄
が
長
期
間
続
く
場

合
や
高
度
な
知
識
が
必
要
な
場
合
な
ど
で
、
そ
の
際
も
推
論
の
力
を
十

分
に
発
揮
す
れ
ば
自
己
解
決
が
可
能
と
な
る
。
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三　
次
の
文
章
は
、
佐
原
ひ
か
り
『
鳥
と
港
』（
二
〇
二
四
年
発
表
）
の

一
節
で
す
。
大
学
院
の
修
了
後
に
就
職
し
た
春は
る
さ
し指
み
な
と
は
九
か
月
で

仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。
あ
る
日
、
公
園
に
行
く
と
、
草
で
覆お
お

わ
れ
た
箱

の
中
に
、
手
紙
が
入
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
す
。
差
出
人
の
森も
り
も
と本

飛あ
す
か鳥
と
手
紙
を
通
じ
て
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
公

園
で
高
校
生
く
ら
い
の
人
物
と
出
会
い
、
そ
れ
が
飛
鳥
で
し
た
。
そ
の

後
、
二
人
は
カ
フ
ェ
に
行
き
、
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以
下
は

そ
れ
に
続
く
場
面
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ

い
。
な
お
、
問
題
の
都
合
で
本
文
に
は
段
落
番
号
を
付
し
て
い
ま
す
。

1　
唇

く
ち
び
るを
さ
わ
り
な
が
ら
、
飛
鳥
く
ん
が
目
を
伏
せ
た
。
白
い
頬ほ

お

に
、
睫ま

つ

毛げ

の
影
が
落
ち
る
。

「
俺
、
あ
の
手
紙
書
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
よ
。
な
ん
で
〝
仕
事
〟
っ
て
こ

ん
な
に
嫌
な
意
味
ば
っ
か
り
な
ん
だ
ろ
う
、
っ
て
。
み
な
と
さ
ん
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
大
人
は
み
ん
な
、
嫌
そ
う
に
仕
事
し
て
る
。
月
曜
が
嫌
だ
と
か
、
早

く
辞
め
た
い
と
か
。
朝
だ
っ
て
の
に
、
電
車
の
中
の
大
人
た
ち
、
み
ん
な
す

で
に
疲
れ
て
る
し
、
死
ん
だ
目
し
て
る
。
手
紙
に
も
書
き
ま
し
た
け
ど
、
な

ん
か
、
そ
う
い
う
の
、
ど
う
に
か
な
ん
な
い
の
か
な
っ
て
。
み
な
と
さ
ん
と

や
り
と
り
し
始
め
て
か
ら
、
と
く
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
俺
ら
高
校
生

も
、
社
会
に
出
た
ら
っ
て
さ
ん
ざ
ん
言
わ
れ
る
け
ど
、
出
た
先
が
そ
れ

じ
ゃ
、
絶
望
し
か
な
く
ね
？　

つ
ま
ん
な
い
こ
と
で
も
我
慢
し
て
で
き
る
人

も
い
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
俺
は
無
理
。
お
も
し
ろ
く
な
く
っ
ち
ゃ
、
死
ん

じ
ゃ
う
よ
。
み
な
と
さ
ん
は
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
？
」

2　
面
を
上
げ
た
飛
鳥
く
ん
が
、
ふ
し
ぎ
そ
う
に
言
っ
た
。

3　
あ
ま
り
に
も
純
粋
な
瞳
だ
っ
た
。

4　
言
葉
だ
っ
た
。

5　
真ま

っ
直す

ぐ
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
、
何
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。

6　
お
も
し
ろ
く
な
く
っ
ち
ゃ
、
死
ん
じ
ゃ
う
よ
。

7　
な
ん
て
晴
れ
や
か
な
声
で
、
む
ご
い
こ
と
を
言
う
ん
だ
ろ
う
。

8　
わ
が
ま
ま
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
し
た
い
。
お
も
し

ろ
い
こ
と
だ
け
考
え
て
い
た
い
。
一
秒
だ
っ
て
我
慢
し
た
く
な
い
。
素
敵
な

も
の
だ
け
に
囲
ま
れ
て
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
生
き
て
死
に
た
い
。

9　
み
な
と
さ
ん
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
？　

な
ん
て
。

�　
そ
う
に
決
ま
っ
て
る
。Ａ
で
も
、
そ
ん
な
の
。
そ
ん
な
の
。

「
俺
、
も
っ
と
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
み
な
と
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
を

活い

か
せ
て
、
か
つ
、
お
も
し
ろ
く
思
え
る
仕
事
が
」

「
…
…
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
ね
、
飛
鳥
く
ん
。
そ
う
だ
よ
ね
、
探
せ
ば

き
っ
と
、
そ
う
い
う
仕
事
も
あ
る
、
よ
ね
。
う
ん
、
前
向
き
に
探
し
て
み
る
」

�　
最
初
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
な
い
と
諦
め
て
い
た
。
ろ
く
に
調
べ
も
せ
ず

に
。
た
っ
た
九
ヶ
月
の
経
験
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
会
社
を
、
労
働
を
、
お
そ

ろ
し
い
敵
の
よ
う
に
思
っ
て
。
そ
う
思
い
込
む
こ
と
で
、Ｂ
自
分
の
「
逃
げ
」

を
正
当
化
し
て
。

�　
あ
り
が
と
う
、
と
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
な
が
ら
再
度
お
礼
を
言
う
と
、

飛
鳥
く
ん
は
、「
や
、
違
う
」
と
即
座
に
首
を
振
っ
た
。

「
違
う
ん
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
っ
て
。
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
い
。
励
ま
し

と
か
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
、
こ
れ
。
な
ん
て
い
う
ん
だ
ろ
、
俺
自
身
の
話
で
も

あ
る
っ
て
い
う
か
。
つ
ま
り
、
俺
が
言
い
た
い
の
は
…
…
」

�　
顎あ

ご

に
手
を
当
て
、
唇
を
軽
く
嚙か

ん
で
、
じ
っ
と
一
点
を
見
つ
め
て
い

る
。
そ
の
ま
ま
黙
り
込
ん
だ
。

�
Ｃ

体
を
引
い
て
、
残
り
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
注
ぐ
。
私
も
、
こ
う
い
う
と

き
は
邪
魔
さ
れ
た
く
な
い
。
頭
の
中
で
思
考
や
言
葉
が
嵐
の
よ
う
に
乱
れ
飛

ん
で
い
る
と
き
。
そ
の
中
か
ら
、
必
要
な
も
の
の
し
っ
ぽ
を
つ
か
ま
え
て
、

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
作
業
。
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
っ
た
か
ら
、
私
も
目

を
閉
じ
て
、
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
。
あ
あ
、注
１シ
ナ
ト
ラ

じ
ゃ
ん
。
な
ん
て
タ
イ
ミ
ン
グ
で
流
れ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
。
深
く
、
の
び
や

か
な
歌
声
に　

Ⅰ　

く
る
ま
れ
る
。
Ｄ

今
、
す
ご
く
、
耳
だ
け
の
生
き
物

に
な
っ
た
み
た
い
だ
。

�　
し
ば
ら
く
し
て
、
わ
か
っ
た
、
と
飛
鳥
く
ん
が
声
を
出
し
た
の
で
、
目

を
開
い
て
、
う
ん
、
と
頷う
な
ずく
。
飛
鳥
く
ん
は
、「
た
と
え
ば
だ
け
ど
」
と
前

置
き
し
て
、
息
を
吸
っ
た
。

「
あ
の
、
ブ
ン
ツ
ー
ヤ
、
っ
て
の
は
ど
う
で
す
か
？
」

「
ブ
ン
ツ
ー
ヤ
？
」

「
ぶ
ん
、
つ
う
、
や
。
文
通
で
す
よ
。
俺
と
み
な
と
さ
ん
が
し
て
た
あ
れ
。

あ
れ
を
、
仕
事
と
し
て
書
く
人
に
な
る
。
文
通
屋
さ
ん
。
み
な
と
さ
ん
、
手

紙
を
書
く
の
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
？
」

�　
話
を
飲
み
込
め
な
い
ま
ま
口
を
開
け
て
い
る
私
を
置
い
て
、
そ
う
で
す

よ
、
と
飛
鳥
く
ん
が
興
奮
気
味
に
二
、三
度
頷
い
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
手
を
つ

い
て
、
身
を
乗
り
出
し
て
く
る
。

�　
と
っ
て
お
き
の
秘
密
を
伝
え
る
よ
う
に
、
ぐ
っ
、
と
声
を
落
と
し
て
囁さ

さ
や

い
た
。

「Ｅな
い
な
ら
、
つ
く
っ
ち
ゃ
え
ば
い
い
ん
で
す
よ
、
仕
事
」

注
１　

シ
ナ
ト
ラ 

… 

フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
（
一
九
一
五
～
一
九
九
八
）。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
生
ま
れ
の
歌
手
。
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の
設
問

問
一　
「
即
座
に
」（　
　
　

線
部
）
と
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
意
味
の

言
葉
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で

答
え
な
さ
い
。

１　

一
瞬
で　
　
　
　

２　

た
ち
ど
こ
ろ
に

３　

滞
り　
　
　
　
　

４　

～
や
い
な
や

問
二　
「
で
も
、
そ
ん
な
の
。
そ
ん
な
の
」（　
　
　

線
部
Ａ
）
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
は
み
な
と
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

仕
事
へ
の
絶
望
感
を
あ
り
の
ま
ま
伝
え
る
飛
鳥
の
言
葉
か
ら
、
仕
事

を
す
る
上
で
そ
の
素
直
さ
が
仇あ
だ

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

２　

飛
鳥
の
素
直
な
仕
事
観
に
共
感
す
る
一
方
で
、
残ざ
ん
ぎ
ゃ
く虐な
一
面
を
垣
間

見
て
、
飛
鳥
に
対
す
る
不
信
感
が
芽
生
え
て
い
る
。

３　

仕
事
は
面
白
く
な
け
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
飛
鳥
の
発
言
を
聞

い
て
、
死
に
対
す
る
恐
怖
感
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

４　

飛
鳥
の
仕
事
へ
の
率
直
な
感
情
を
伝
え
ら
れ
、
あ
ま
り
の
素
直
さ
に

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
と
ま
ど
っ
て
い
る
。

問
三　
『
自
分
の
「
逃
げ
」
を
正
当
化
し
て
』（　
　
　

線
部
Ｂ
）
と
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

九
ヶ
月
だ
け
働
い
て
会
社
に
評
価
を
下
し
、
自
分
に
合
う
他
の
仕
事

を
探
そ
う
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

２　

仕
事
に
素
直
に
向
き
合
わ
ず
、
会
社
の
あ
ら
探
し
ば
か
り
を
し
て
会

社
に
貢
献
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

３　

自
分
に
と
っ
て
面
白
い
仕
事
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
ず
、
労
働
に
対

す
る
価
値
観
を
決
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

４　

働
く
こ
と
に
対
し
て
の
覚
悟
も
持
た
な
い
ま
ま
仕
事
に
就
き
、
自
分

に
合
わ
な
い
か
ら
と
早
期
退
職
し
た
と
い
う
こ
と
。

問
四　
「
体
を
引
い
て
、
残
り
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
注
ぐ
」（　
　
　

線
部

Ｃ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
み
な
と
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て

最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

飛
鳥
は
、
み
な
と
に
対
し
て
発
し
た
言
葉
を
自
分
で
も
整
理
で
き
ず

に
い
る
。
そ
の
た
め
、
み
な
と
は
飛
鳥
の
こ
と
を
思
い
、
考
え
を
整
理

す
る
た
め
の
時
間
を
与
え
て
い
る
。

２　

飛
鳥
は
、
み
な
と
へ
の
発
言
が
み
な
と
に
と
っ
て
役
立
つ
話
で
な
い

と
思
い
、
発
言
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
み
な
と
は

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
と
思
い
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲
ん
で
ゆ
っ
く
り

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

３　

飛
鳥
は
、
み
な
と
の
こ
と
を
思
う
あ
ま
り
、
的
を
射
た
励
ま
し
が
で

き
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
み
な
と
は
時
間
を
と
っ

て
、
飛
鳥
が
頭
の
中
を
整
理
す
る
時
間
を
作
っ
て
い
る
。

４　

飛
鳥
は
、
み
な
と
と
自
分
の
将
来
を
必
死
に
考
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
み
な
と
は
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
よ
う
と
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
飲
ん
で
考
え
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

問
五　
「
今
、
す
ご
く
、
耳
だ
け
の
生
き
物
に
な
っ
た
み
た
い
だ
」（　
　
　

線
部
Ｄ
）
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の

説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で

答
え
な
さ
い
。

１　

耳
か
ら
の
情
報
だ
け
が
頭
の
中
で
、
生
き
物
の
よ
う
に
動
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
。

２　

音
楽
を
聴
く
こ
と
で
心
が
落
ち
着
き
、
普
段
は
聞
き
逃
す
情
報
も
捉

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

３　

シ
ナ
ト
ラ
の
歌
声
を
聞
い
て
い
て
、
他
の
物
事
は
一
切
考
え
な
い
と

い
う
こ
と
。

４　

シ
ナ
ト
ラ
の
音
楽
が
、
人
の
聴
力
を
特
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。

　

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

三
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問
六　
「
な
い
な
ら
、
つ
く
っ
ち
ゃ
え
ば
い
い
ん
で
す
よ
、
仕
事
」（　
　
　

線
部
Ｅ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
み
な
と
と
飛
鳥
の
心
情
の
説

明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答

え
な
さ
い
。

１　

み
な
と
と
自
分
の
両
方
に
と
っ
て
良
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
飛

鳥
だ
が
、
み
な
と
は
文
通
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
飛
鳥
の
あ
ま
り
の
軽

薄
さ
に
何
も
言
え
ず
に
い
る
。

２　

納
得
気
味
に
自
身
の
文
通
屋
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
説
明
し
よ
う
と
し

て
い
る
飛
鳥
だ
が
、
み
な
と
は
飛
鳥
の
発
言
の
意
図
が
十
分
理
解
で
き

て
お
ら
ず
続
け
る
言
葉
が
思
い
浮
か
ば
ず
に
い
る
。

３　

仕
事
に
つ
く
こ
と
が
楽
し
み
で
仕
方
が
な
く
、
そ
の
う
え
文
通
屋
と

い
う
本
当
に
関
心
の
あ
る
仕
事
を
思
い
つ
き
興
奮
し
て
い
る
飛
鳥
だ

が
、
み
な
と
は
興
奮
に
つ
い
て
い
け
ず
、
呆あ
っ
け気
に
取
ら
れ
て
い
る
。

４　

文
通
屋
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
て
秘
密
事
を
伝
え
る
よ
う
に
話
す

飛
鳥
だ
が
、
み
な
と
は
文
通
屋
が
仕
事
に
な
る
と
は
思
え
ず
に
い
る
。

問
七　
　

Ⅰ　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

し
っ
ぽ
り
と　
　
　

２　

す
っ
ぽ
り
と

３　

ざ
っ
く
り
と　
　
　

４　

く
っ
き
り
と

問
八　

本
文
全
体
を
通
し
て
、
飛
鳥
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

飛
鳥
は
、
社
会
で
働
く
大
人
の
つ
ら
そ
う
な
様
子
を
見
て
大
人
に
な

る
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
み
な
と
と
の
仕
事
の

話
を
思
い
つ
き
、
大
人
に
な
っ
て
早
く
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
始
め
て

い
る
。

２　

飛
鳥
は
、
文
通
屋
と
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
で
、
本
来
は
絶
望
的
で

あ
っ
た
社
会
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
期
待
感
が
出
て
き
た
。
し
か
し
、

心
の
奥
底
で
は
仕
事
な
ど
し
た
く
な
い
と
無
意
識
に
感
じ
て
い
る
。

３　

飛
鳥
は
、
仕
事
の
考
え
に
対
す
る
方
向
性
が
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な

い
。
た
だ
、
み
な
と
と
一
緒
に
文
通
屋
と
い
う
仕
事
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
仕
事
に
つ
く
こ
と
に
対
し
て
前
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

４　

飛
鳥
は
、
大
人
の
様
子
か
ら
仕
事
に
対
し
て
絶
望
感
を
抱
い
て
い

る
。
そ
の
気
持
ち
か
ら
、
同
じ
く
仕
事
に
対
し
て
絶
望
感
を
抱
く
み
な

と
と
と
も
に
、
満
足
の
い
く
仕
事
に
つ
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
九　

こ
の
文
章
の
表
現
に
関
す
る
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中

か
ら
二
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　
「
唇
を
さ
わ
り
な
が
ら
、
飛
鳥
く
ん
が
目
を
伏
せ
た
。
白
い
頬
に
、

睫
毛
の
影
が
落
ち
る
」（
1
段
落
）、「
顎
に
手
を
当
て
、
唇
を
軽
く
嚙

ん
で
、
じ
っ
と
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
」（
�
段
落
）
な
ど
、
身
体
に

関
す
る
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
場
面
が
よ
り
具
体
的
に
想
像
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

２　
「
出
た
先
が
そ
れ
じ
ゃ
、
絶
望
し
か
な
く
ね
？
」（
1
段
落
）、「
や
、

違
う
」（
�
段
落
）
な
ど
、
み
な
と
に
対
し
て
終
始
若
者
ら
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
表
現
を
す
る
こ
と
で
、
飛
鳥
の
み
な
と
に
対
す
る
信
頼
の
厚

さ
が
見
て
と
れ
る
。

３　

2
段
落
か
ら
7
段
落
は
、
行
が
変
更
さ
れ
て
全
て
み
な
と
の
心
の

内
側
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
文
章
に
リ
ズ
ム
感
が
与

え
ら
れ
、
テ
ン
ポ
良
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

４　
「
面
を
上
げ
た
飛
鳥
く
ん
が
、
ふ
し
ぎ
そ
う
に
言
っ
た
」（
2
段

落
）、「
み
な
と
さ
ん
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
？　

な
ん
て
」（
9
段
落
）

な
ど
、
本
文
は
俯ふ

瞰か
ん

す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
で
、
客

観
的
に
見
て
、
み
な
と
と
飛
鳥
の
関
係
性
が
非
常
に
良
好
な
こ
と
を
印

象
づ
け
て
い
る
。

５　
「
そ
う
だ
よ
ね
、
探
せ
ば
き
っ
と
、
そ
う
い
う
仕
事
も
あ
る
、
よ

ね
。
う
ん
、
前
向
き
に
探
し
て
み
る
」（
�
段
落
）
で
は
、
読
点
が
多

用
さ
れ
て
お
り
、
飛
鳥
の
唐と
う
と
つ突
な
意
見
表
明
に
対
し
て
反
論
し
た
い
が

言
葉
が
う
ま
く
出
な
い
み
な
と
の
葛か
っ
と
う藤
が
表
さ
れ
て
い
る
。

６　
「
つ
ま
り
、
俺
が
言
い
た
い
の
は
…
…
」（
�
段
落
）
の
「
…
…
」

と
、「
わ
か
っ
た
」（
�
段
落
）
を
呼
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
文
の
時

間
経
過
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
る
。

─ 11 ─



　

次
の
【
和
歌
】
は
、
小
倉
百
人
一
首
の
和
歌
で
あ
り
、【
文
章
】
は

『
沙し
ゃ
せ
き
し
ゅ
う

石
集
』
の
一
節
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な

さ
い
。

　

【
和
歌
】

ア　

春
す
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白し

ろ
た
へ妙
の

　
　
　
　
　
　
　

衣
ほ
す
て
ふ
天
の
香
具
山

イ　

あ
は
れ
と
も
い
ふ
べ
き
人
は
思
ほ
え
で

　
　
　
　
　
　
　

身
の
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な

ウ　

有あ
り
あ
け明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

暁
あ
か
つ
きば
か
り
憂
き
も
の
は
な
し

エ　

忘
れ
じ
の
行ゆ

く
す
ゑ末

ま
で
は
か
た
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
を
か
ぎ
り
の
命
と
も
が
な

オ　

こ
れ
や
こ
の
行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は

　
　
　
　
　
　
　

知
る
も
知
ら
ぬ
も
あ
ふ
坂
の
関

カ　

白し
ら
つ
ゆ露
に
風
の
吹
き
し
く
秋
の
野
は

　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
ぞ
散
り
（　

Ｘ　

）

キ　

嘆
け
と
て
月
や
は
物
を
思
は
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（　

Ｙ　

）

ク　

明
け
ぬ
れ
ば
暮
る
る
も
の
と
は
知
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
（　

Ｚ　

）

ケ　

天
つ
風
雲
の
か
よ
ひ
路
吹
き
と
ぢ
よ

　
　
　
　
　
　
　

乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む

　

【
文
章
】

注
１天
徳
の
歌う

た
あ
は
せ合の
時
、
注
２
兼か

ね
も
り盛
・注
３忠
見

た
だ
み

、
と
も
に
注
４
御み

随ず
い
じ
ん身
に
て
、
左
右
に注
５つ
が

ひ
て
け
り
。
初
は
じ
め
の
こ
ひ
恋
と
い
ふ
題
を
給
は
り
て
、
忠
見
、「
名
歌
よ
み
出
で
た
り
」

と
思
ひ
て
、「
兼
盛
も
い
か
で
こ
れ
程
の
歌
よ
む
べ
き
」
と
思
ひ
け
る
。

Ａ　
　

恋
す
て
ふ
わ
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ

め
し
か

　

さ
て
、
す
で
に
御お
ん
ま
え前
に
て
講こ

う

じ
て
、
判
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
兼
盛
が
歌
に
、

Ｂ　
　

つ
つ
め
ど
も
色
に
出
で
に
け
り
わ
が
恋
は
も
の
や
思
ふ
と
人
の
問

ふ
ま
で

　

共
に
名
歌
な
り
け
れ
ば
、
注
６
判は

ん
じ
ゃ者
、
判
じ
か
ね
て
、
し
ば
ら
く注
７天
気
を
う
か

が
ひ
け
る
に
、
注
８

御み

門か
ど

、
忠
見
が
歌
を
ば
、
注
９

両り
ゃ
う
さ
ん
べ
ん

三
辺
御注1
注

詠ぎ
ょ
え
いあ

り
け
り
。
兼
盛
が

歌
を
ば
、注1
注

多た

辺へ
ん

御
詠
あ
り
け
る
時
、「
天
気
左
に
あ
り
」
と
て
、
兼
盛
勝
ち

に
け
り
。

　

忠
見
心
憂
く
覚
え
て
、
胸
ふ
さ
が
り
て
、
そ
れ
よ
り
不
食
の
病
付
き
て
、

た
の
み
無
き
由よ
し

聞
こ
え
て
、
兼
盛
と
ぶ
ら
ひ
け
れ
ば
、｢

別
の
病
に
あ
ら

ず
。
御
歌
合
の
時
、
名
歌
よ
み
出
だ
し
て
覚
え
侍
り
し
に
、
殿
の
『
も
の
や

思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
』
に
、『
あ
は
や
』
と
思
ひ
て
、
あ
さ
ま
し
く
覚
え

し
よ
り
、
胸
ふ
さ
が
り
て
、
か
く
注1
注
重
り
侍は

べ

り｣

と
て
、
つ
ひ
に
身
ま
か
り
に

け
り
。
執し
ふ
し
ん心
こ
そ
よ
し
な
け
れ
ど
も
、
道
を
執
す
る
な
ら
ひ
、
げ
に
も
覚
え

て
、
あ
は
れ
な
り
。
と
も
に
名
歌
に
て
、注1
注

拾し
う

遺ゐ

に
入
れ
ら
れ
て
侍
る
に
や
。

注
１　

天
徳
の
歌
合 

…
… 

天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
に
行
わ
れ
た
歌
合
。
歌

合
と
は
、
題
を
出
さ
れ
て
歌
を
詠
み
、
天
皇
の
前
で
優
劣
を
競
う
催
し

の
こ
と
。

注
２　

兼
盛 

…
… 

平
た
い
ら
の
か
ね
も
り

兼
盛
。
平
安
時
代
の
歌
人
。

注
３　

忠
見 

…
… 

壬み
ぶ
の生

忠た
だ

見み

。
平
安
時
代
の
歌
人
。

注
４　

御
随
身 

…
… 

貴
人
の
護
衛
に
あ
た
る
役
人
。

注
５　

つ
が
ひ
て
け
り 

…
… 

一
対
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
対
戦
相
手
に
分

か
れ
る
こ
と
を
指
す
。

注
６　

判
者 

…
… 

歌
の
優
劣
を
判
定
す
る
人
。

注
７　

天
気 

…
… 

天
皇
の
意
向
。

注
８　

御
門 

…
… 

帝
。
天
皇
。

注
９　

両
三
辺 

…
… 

二
、
三
回
。

注
10　

御
詠 

…
… 

こ
こ
で
は
天
皇
が
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
を
指
す
。

注
11　

多
辺 

…
… 

何
度
も
。

注
12　

重
り
侍
り 

…
… 

病
気
が
重
く
な
っ
た
の
で
す
。

注
13　

拾
遺 

…
…
『
拾し

ゅ
う
い遺

和わ

歌か

集し
ゅ
う』。

四
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の
設
問

問
一　
【
和
歌
】
の
ア
の
和
歌
に
つ
い
て
、『
百
人
一
首
一ひ

と
よ
が
た
り

夕
話
』
の
説
明
に

は
「
金
烏
臨
西
舎　

鼓
声
催
短
命
」
と
い
う
漢
詩
の
一
節
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
「
金き
ん

烏う

西せ
い
し
ゃ舎
に
臨
み　

鼓こ

声せ
い

短
命
を
催
す
」
と
書
き
下
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
返
り
点
は
何
を
用
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答

え
な
さ
い
。

１　

一
二
点
の
み　
　
　

２　

レ
点
の
み

３　

レ
点
と
一
二
点　
　

４　

一
二
点
と
上
下
点

問
二　
【
和
歌
】
の
ア
の
和
歌
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
撰
者
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

紫
式
部　
　

２　

藤
原
定
家　
　

３　

紀
貫
之　
　

４　

藤
原
道
長

問
三　
【
和
歌
】
の
ア
の
和
歌
の
（　
　
　

線
部
）
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
を

現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

し
ょ
う　
　

２　

こ
う　
　
　

３　

と
う　
　
　

４　

ち
ょ
う

問
四　
【
和
歌
】
の
カ
の
和
歌
の
（　

Ｘ　

）
に
あ
て
は
ま
る
語
を
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

け
ら　
　
　

２　

け
り　
　
　

３　

け
る　
　
　

４　

け
れ

問
五　
【
和
歌
】
の
キ
の
和
歌
の
（　

Ｙ　

）、
ク
の
和
歌
の
（　

Ｚ　

）
に

あ
て
は
ま
る
下
の
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号

で
答
え
な
さ
い
。

１　

か
こ
ち
顔
な
る
わ
が
涙
か
な

２　

ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
色
は
か
は
ら
ず

３　

あ
ま
の
小
舟
の
綱つ
な

手で

か
な
し
も

４　

ふ
る
さ
と
寒
く
衣
う
つ
な
り

５　

な
ほ
恨
め
し
き
朝
ぼ
ら
け
か
な

問
六　

次
の
説
明
は
、【
和
歌
】
の
イ
～
オ
の
う
ち
、
ど
の
和
歌
の
現
代
語

訳
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で

答
え
な
さ
い
。

　

私
が
死
ん
で
も
悲
し
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
と
思
わ
れ
な
い
の
で
、
私

は
あ
な
た
を
恋
し
て
む
な
し
く
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
よ
。

１　

イ　
　
　

２　

ウ　
　
　

３　

エ　
　
　

４　

オ

問
七　
【
和
歌
】
の
ケ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

三
句
切
れ
で
あ
る
。

２　

六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
僧
そ
う
じ
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う

正
遍
昭
が
詠
ん
で
い
る
。

３　

係
り
結
び
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

４　
「
天
つ
風
」
と
は
「
空
を
吹
く
風
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

問
八　
【
文
章
】
の
Ａ
、
Ｂ
の
和
歌
で
共
通
し
て
い
る
内
容
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

好
き
な
人
へ
の
思
い
を
我
慢
し
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
ら
え
き
れ
ず
に

告
白
し
て
し
ま
っ
た
。

２　

好
き
な
人
へ
の
思
い
を
隠
し
て
い
た
け
れ
ど
、
周
り
の
人
に
知
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

３　

好
き
な
人
へ
の
思
い
を
周
囲
に
ほ
の
め
か
し
た
の
で
、
恋
は
成
就
し

な
か
っ
た
。

４　

好
き
な
人
へ
の
思
い
を
表
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
本
人
が
私
に
真
意

を
問
い
か
け
て
き
た
。

問
九　
【
文
章
】
の
内
容
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

Ａ
の
和
歌
は
歌
合
の
判
者
か
ら
の
評
価
は
と
て
も
高
く
、
満
場
一
致

で
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
本
文
の
作
者
か
ら
の
評
価
は
低
か
っ
た
。

２　

忠
見
は
、
歌
合
で
天
皇
か
ら
直
接
勝
敗
を
伝
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た

こ
と
を
悲
し
く
思
い
、
不
食
の
病
に
な
り
、
亡
く
な
っ
た
。

３　

物
事
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
よ
く
な
い
け
れ
ど
も
、
病
に
な
っ
て
亡
く

な
る
ほ
ど
の
忠
見
の
和
歌
へ
の
姿
勢
に
は
心
が
打
た
れ
る
。

４　

Ｂ
の
和
歌
は
天
皇
に
評
価
さ
れ
て
歌
合
に
は
勝
っ
た
が
、
詠
み
手
の

和
歌
へ
の
執
着
は
良
く
な
い
と
本
文
の
作
者
か
ら
は
判
断
さ
れ
て
い
る
。

四
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